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平成２７年１月定例教育委員会会議録 

 

 

○日  時  平成２７年１月２１日（水） 午後３時３０分～午後４時０５分 

○場  所  櫛引庁舎・教育委員室 

○出席委員  ２番  難波 信昭（教育長） 

３番 佐藤 清美 
４番 佐竹 美津子  

５番  田中 芳昭（委員長） 

○欠席委員  １番  毛呂 光一（委員長職務代理者） 

○傍聴人    なし 

 

出席議事説明職員氏名 

管理課長     石  塚  健       学区再編対策室長       本 間   明    

学校教育課長    生 田 浩 樹       学校教育課指導主幹    成 澤 和  則    

社会教育課長   榊 原 賢 一       社会教育課文化主幹    佐  藤 正  哉    

中央公民館長    太 田 ア イ      藤沢周平記念館長      鈴 木  晃     

スポーツ課長    小 杉 良 則      図書館長         佐 藤  巌    

学校給食センター所長  小細澤  充 

 

出席事務局職員氏名  

管理課庶務主査   鶴 見 美由紀 

 

会議次第 

１．開会 

２. 市民憲章唱和 

３．会議録署名委員の指名 

４．議事 

    日程第１議第１号 鶴岡市立小学校及び中学校通学区域に関する規則の一部改正について 

５．報告事項   

  （１）学校教職員褒賞選考結果について 

    （２）平成２７年鶴岡地域成人式の実施状況について 

   （３）その他 

６．閉会 
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     開    会（午後３時３０分） 

 

委員長       ただ今より１月の定例教育委員会を開会する。本日毛呂委員は欠席となっている。 

最初に、市民憲章唱和を行う。（社会教育課文化主幹が先唱し、市民憲章唱和） 

本日の会議録署名委員は、３番委員にお願いする。 

委員長     それでは本日の議事日程第１、議第１号について説明をお願いする。 

学区再編対策室長      議第１号鶴岡市立小学校及び中学校通学区域に関する規則の一部改正について、

提案理由とその内容について説明する。 

            本議案については、鶴岡市立三瀬小学校、小堅小学校、由良小学校の３校の統合

に伴う学校設置条例の一部改正議案が可決されたことから、関係する規則の改正を

行うものである。  

  鶴岡市立小学校及び中学校通学区域に関する規則は、鶴岡市立小学校及び中学校に

就学する児童、生徒の通学する区域を定めたものであるが、次のように改正する。 

規則第２条ただし書きについて、各校に特別支援学級が設置されている現状に鑑み、

削除する。 

  次に、通学区域については別表で定めているが、豊浦地域の小学校の統合に伴い、三

瀬小学校、小堅小学校、由良小学校の項を、新たに通学する学校となる豊浦小学校の通

学区域として、三瀬以下由良までとして改めるものである。 

  附則として、この規則は平成２７年４月１日から施行するものである。 

委員長     ただいまの説明に、質問はないか。 

３番委員       通学区域については問題ないが、スクールバス、徒歩で通学するとかの記載はこ

こにはないのか。 

学区再編対策室長    本規則は、あくまで通学区域に関する規則である。スクールバスの通学区域に関

する規則については、次回管理課より提案させていただく予定である。 

３番委員     次回ということは、まだ決まっていないということか。 

管理課長    スクールバスを運行している区域を規則のなかで規定しており、本来であれば通

学区域に関する規則と一緒にご提案申し上げればというところであったが、スクー

ルバスについては来年度に向け、例えばコースの見直しなど仮にあったとすると、

再度の改定ということもあり、もう少し時間をいただき、できれば来月の定例教育

委員会でご検討をお願いしたいと考えている。 

委員長     質問されたということは、何か意見があってのことか。 

３番委員    豊浦小学校だけのことではなく、鶴岡市は広く徒歩で通える地域もあればバス利

用の所もある。ナンバースクールにしても、いろいろな事情で徒歩であったりスク

ールバスだったりしていると思うが、そのあたりについての明記や、市の方でもう

少しオープンにするとか、市民への周知も含め検討をよろしくお願いする。 

管理課長    ただいまのご指摘はスクールバス運行の基準、目安というところかと思うが、今

回の規則及びスクールバスの運行に関する規則においても、そこまで明確なものは

載せておらず、この前の市議会でもそういった問題がいろいろ出ていたので、今後
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の課題とは思っている。 

        ただ、スクールバスの基準については、今回の統合学校の見直しということで国

の方でも示しているので、そういったところも考慮しながら、また、議会の要望も

鑑みながら、今後検討していきたいと考えている。どういう形でこの規則にもるか

どうかは内部で検討し、する場合にはご提案したいと考えている。 

委員長     今後検討するということか。 

管理課長        スクールバスについては、議会等でのいろいろな質問のなかにおいて、これまで

の経過等を説明しているが、距離についてはこれまで国は４キロ、６キロだったの

に加え、バスで１時間以内ということが出されているので、そういったところがあ

るとすれば、統合のところも含め見直すかどうかも含めた検討が必要と考えている。 

委員長        よろしいか。 その他にないか。 

２番委員     コースの設定などは来月の定例教育委員会で提案するということであったが、そ

れでコース変更があった場合に、児童生徒への周知が間に合うのかどうか伺いたい。 

管理課長    周知については、２月の段階で始めて新学期がスタートするまでにはということ

なので、各学校を通せば決まり次第周知できると考えている。 

２番委員    例えば、コースが変わったということで時間変更になったりすると、特に低学年

は大変だろうし、新しくスクールバスに乗る生徒も出てくるかもしれないし、こど

も達への対応を丁寧にやっていく必要があると思うので、よろしくお願いする。 

委員長     その他、意見はないか。ないようなので、議第１号を可決してよろしいか。 

異議はないか。（はいの声あり）可決された。議事は以上であるので、報告事項に入

る。学校教職員褒賞選考結果について報告をお願いする。 

学校教育課指導主幹    学校教職員褒賞は本市の小中学校教職員の中から、学校教育の振興、充実に多大

なる貢献をいただいた方々に対し、その功績をたたえるものである。 

             一昨日の１月１９日に、平成２６年度の鶴岡市立学校教職員褒賞選考委員会を開

催し、各校から推薦された候補者９名の中から４名の受賞者が選考された。 

             受賞者は、朝暘第五小学校の瀬尾公教諭、朝暘第六小学校の菅原里司教諭、朝日

中学校の佐藤美紀教諭、鶴岡第三中学校の鈴木りつ事務総括である。 

             （選考理由について、資料により説明） 

             褒賞授与式については、２月１２日木曜日、午前９時より、櫛引公民館ホールを

会場に、第５回市教委招集校長会議に先立って行う予定となっている。この授与式

には、田中委員長から出席いただきたくよろしくお願いする。 

       委員長        ただいまの報告に関してよろしいか。それでは次に、平成２７年鶴岡地域成人式

の実施状況について報告をお願いする。 

社会教育課長       去る１月１１日の鶴岡地域成人式においては、教育委員の皆様より年初めの大変

お忙しいところご出席をいただき、誠にありがとうございました。グランド エル・

サンは初めての会場ということでいろいろ心配な面もあったが、他課の職員からも

協力いただき無事終了することができ、感謝申し上げる。 

             （資料により、実施状況を説明） 
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             当日の成人の参加者は、男性３７５人、女性３６８人、合計７４３人で参加率は、

77.48％であった。昨年より１４人程少なくなっているが、ここ数年の参加率と同じ

位の出席状況となっている。 

             内容としては、会場舞台が狭いなか今年も式典前に消防団による纏振りと土曜会

の合唱があり、また、式典のなかでは２分の１成人式を終えた小学五年生男女によ

る新成人へのメッセージを今年は朝暘第五小学校の児童が、庄内論語を交えながら

はっきりした口調で自分の将来の夢などを述べていただき、感動を与えてくれたと

思う。 

             その他、例年と比較しての状況であるが、会場の関係で用意した座席７９０席は

ほぼ満席であったが、受付での大きな混乱はなく式典開始の際はほぼ全員が着席す

ることができた。ただ、真っ赤な羽織、袴姿の騒がしい新成人１０数人が来場して

おり、その対応に追われたところがあった。また、保護者席は今回特に準備できな

かったわけであるが、ロビーにモニターを置いていたので、ご覧になる保護者の方

もいらっしゃったようである。 

             送迎、駐車場については、エル・サンの場内駐車場を送迎専用としたが、混雑し

た際には道路の渋滞も発生した。特に、帰りの迎えに来た車への乗車に時間がかか

り、道路の渋滞が１時間位続いてしまった。一方で駐車場の利用者は予想より少な

く、満車にはならなかった。このことは来年度に向けた課題であると考えている。

資料２枚目に２６年度の鶴岡市全体の成人式の状況を記載している。鶴岡市全体で

の参加としては、１，１１８人で参加率は７７.９％、前年より０．７ポイント低く

なっている。以上、成人式の実施状況について報告させていただいた。   

      委員長      成人式に参加されて、各委員どうであったか。  

     ４番委員    小さいことではあるが気になったこととして進行の仕方であるが、消防団の纏振り

が終わり、式典会場から通路を通って帰って行く時にもう一度全体からの拍手を促

すような進行であっても良かったと思う。終わって皆さんが拍手をし、それは良か

ったのだが、そこから戻って行く時に「皆でもう一度拍手を」と司会が呼びかけて、

盛り上げても良かったと思う。土曜会の時も同様で、少し寂しいなと思った。  

それから、大声を張り上げている成人の方達を前の方に来ないよう、必死で抑えら

れていたのは良かったと思う。あのまま前の方に行ったら、大変なことになっていた

と思う。他の地域の成人式を映像でみると、何度も引きずり降ろされているところが

あり、そういうことにならず比較的に穏やかにできたのではないかと思うが、２分の

１成人の子たちの一生懸命なメッセージの時も、やじというのか後ろの方から声が聞

こえ、なんとも歯がゆい思いであった。退場というのは難しいとは思うが、彼らの行

動をもう少し抑えることができたら良かったのではないかと思う。 

また、初めてエル・サンで行ったのに本当に良い演出ができ、文化会館と比べて狭

い分だけ濃密な感じで、良い演出ができたと思う。 

３番委員       初めてのエル・サンということで文化会館とは違った感じで、着物を着た方達は更

に映えて良かったと思う。また、ある成人者から聞いたところ、赤い着物を着た騒が
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しい方々には、鶴岡の成人者もいたが他地域（旧町村）の成人者もいると聞き、受付

けはどのようになっているのか疑問に思った。誰でも来場できるのか伺いたい。  

   特に、市民憲章唱和の時が騒がしく、鶴岡市の成人者なので退場にはさせたくない

のだが、市民憲章唱和と彼らのことばがかぶるような、何をするかわからないような

状況になるのは我慢してほしかった。 

社会教育課長     他の地域の成人の入場ということであるが、受付けでは一人一人確認しているわけ

ではなく、新成人として来られた方はすべて受付けし、当日資料を渡し人数をカウン

トしている。基本的には鶴岡地域を対象としているが、各地域から成人の方が来られ

ても排除するものではなく、一緒に受け入れて対応している。 

 委員長    名簿でチェックしているわけではなく、来たら受付けているということか。 

社会教育課長      そうである。来たら会場に入れないと受付で詰まってしまうので、受付けして入

ってもらっている。 

４番委員    出席者の人数は、配付したパンフレットの枚数で把握しているのか。 

社会教育課長    そうである。男女比もそこで確認している。 

  ２番委員    各成人対象者には入学通知書のように案内を送るわけではなく、市の広報で日時、

会場、対象者をお知らせし案内する形だと思うが、その中に「飲酒でのご来場はお

断りします」とか「お酒の持ち込みは禁止します」とか、改善策の一つとしてその

断り書きを入れたらどうか。 

社会教育課長    そのことについては課内でも反省として出ており、断わりをつけておけば、入場

の際に防げるのではないかと来年に向けて検討させていただきたい。 

   委員長     成人式についてはよろしいか。では、その他の報告はあるか。 

スポーツ課長     今年度これから開催するスポーツ関係の教室と研修会について情報提供させてい

ただく。最初に冬期フィジカルトレーニング教室であるが、この事業は鶴岡市スポ

ーツ推進計画に盛り込んだ今後５年間の主要施策である子どもを取り巻く地域のス

ポーツ環境の充実に関して、これまでそのほとんどをスポーツ少年団やスポーツク

ラブに任せてきた経過がある。その反省から、今年度新たにスポーツ課が主体とな

り、子ども達の競技力向上と人材養成を目的に実施するものである。予算は約３２

万程であり、少なくても３年間は継続したいと考えている。 

           教室の内容については、チラシに記載の通り、２種類（①ラダーやミニハードル

を使った“すばしっこさ”アップのトレーニング、②けが予防と自然に力が出せる

“動きのコツ”をつかむトレーニング）の教室をそれぞれ６回開催するもので、対

象は、市内の小中学生となっている。 

           次に、生涯スポーツ研修会についてであるが、鶴岡地区体育協会連絡協議会の主

催で生涯スポーツの進行発展を図るために市町村合併前から実施している事業であ

る。今年度は２月７日の土曜日、午後２時から朝暘武道館柔道場において、学区体

協の役員や、スポーツ推進員といった生涯スポーツの指導者を中心に競技団体の関

係者やスポ小の指導者を対象に、地元のフィジカルセラピストの庄司智洋氏を講師

に迎え開催するものである。 



 - 6 - 

           最後に、ジュニア指導者研修会であるが、この事業は鶴岡市体育協会と特に鶴岡

市スポーツ強化後援会から要望があり、教育委員会と体育協会が主催となり、全国

レベルのジュニア競技者の育成を目的に、スポ小、中学校、高校の指導者と各競技

団体の指導者を対象に、今年度新規に開催するものである。日時は３月７日の土曜

日、午前９時から夕方まで、講師は早稲田大学スポーツ科学学術院の宝田准教授と

なっている。スポーツ課からは以上である。 

委員長    ただいま行事関係３件の報告があったが、質問はないか。その他に報告はないか。

ないようなので、これをもって１月の定例教育委員会は終了とする。 

 

 

 

         閉      会   (午後４時０５分) 

 

鶴岡市教育委員会会議規則第１６条の規定によりここに署名する。 

 

 

鶴岡市教育委員会委員長 

 

 

鶴岡市教育委員会委員 


